
戻り高値更新後に急反落、根強い需要不安
NY原油先物相場は、1バレル=80.16ドルまで上昇して7月19日以来の高値を更新した後、75ドル台ま

で急反落する展開になった。週前半は中東の地政学リスクを手掛りとした買いが膨らみ、上値追いの展

開になった。ハマスがイスラエルとの停戦協議を拒否し、先行き不透明感の強さが警戒された。イラン

がイスラエルに報復攻撃に踏み切る可能性も、引き続き強く警戒されている。ただし、中国経済の減速

懸念も強く80ドル台では改めて戻り売りを仕掛ける動きが優勢だった。

石油輸出国機構（OPEC）は、世界石油需要見通しについて、2024年を日量13万バレル、25年を6万バ

レル、それぞれ下方修正した。中国経済減速の影響が指摘されている。国際エネルギー機関（IEA）も、

24年は据え置いたが25年を3万バレル下方修正している。中国の石油化学など産業分野の需要環境悪化

が報告されている。石油需要環境に対する不信感が高まる中、OPECとIEAが相次いで石油需要見通しを

引き下げたことが、原油相場の地合悪化に直結した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（8月9日時点）は、原油が前週136万バレル増、ガソリ

ンが289万バレル減、石油精製品が167万バレル減となった。

©Marketedge Co.,Ltd. All Rights Reserved.

原油ETF証拠金取引 
WEEKLY REPORT
2024/08/19号

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。

1

マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需要不安の上値圧迫が続く、中東情勢には要注意も

2

【展望】

中東情勢によって一時的な上振れリスクを抱えるが、需要不

安を背景に戻り売り優勢の展開が続く見通し。中国経済の減

速傾向が一段と鮮明になる中、石油需要見通しは悪化してい

る。前週はOPECとIEAが相次いで石油需要見通しの下方修正

に踏み切っており、中国経済活動停滞の影響が深刻化してい

るとの見方が支持されている。中国経済に対する評価を大き

く変えるような動きがみられなければ、このまま戻り売り優

勢の展開が維持される見通し。足元の需給は季節要因からタ

イト化しているが、夏の行楽需要が一服した後の需給バラン

スの緩みが警戒されている。70ドル台定着が進もう。

中東情勢に関しては、依然として不透明感が強い。7月30日

にイスラエルがイランにおいてハマス幹部を暗殺したことを

受けて、イランは報復攻撃を警告している。ただし、イスラ

エルとハマスの停戦協議が実現した場合には攻撃を見送る可

能性もイラン当局者からは指摘されている。そのイスラエル

とハマスの停戦協議が8月15日にに行われたが、ハマスはイ

スラエルの学校などに対する空爆が続いていることを理由に

参加を見送った。ただし、バイデン米大統領が合意に「遥か

に近づいている」と発言するなど、どの程度のリスクを想定

すべきか評価が難しい環境が続く。このため、中東関連の

ヘッドラインによっては瞬間的に80ドルに迫るような動きも

想定しておく必要がある。

中東情勢次第で瞬間的な上昇リスクを抱えつつ、需要不安の

高まりから価格のリスクは下向きになる。戻り売り優勢の地

合が続こう。ただし、70ドル台割れから値を崩していくほど

の需給の緩みは、目先数か月といった期間では想定されてい

ない。
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